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③
海
岸
線
ジ
オ
ツ
ア
ー

（
荒
波
と
マ
グ
マ
が
織
な
す

万
華
鏡
）  

加
瀬
久
美
子

③
海
岸
線
ジ
オ
ツ
ア
ー

に
参
加
し
て

川
原

俊
久

明
け
方
か
ら
の
雨
も
出
発

時
に
は
上
が
り
、
ま
ず
ま
ず

の
空
模
様
。
大
島
温
泉
ホ
テ

ル
を
八
時
に
出
発
。

コ
ー
ス
は
通
常
の
裏
砂
漠

コ
ー
ス
に
Ｌ
Ｂ
Ⅱ
溶
岩
観
察
、

噴
気
孔
観
察
と
樹
海
の
植
生

等
観
察
が
加
わ
り
、
往
復
十

一
キ
ロ
、
約
六
時
間
の
長
丁

場
で
あ
っ
た
。

再
生
の
一
本
道
で
植
物
の

再
生
過
程
を
観
察
後
、
横
道

に
入
り1986

年
Ｂ
火
口
列

か
ら
二
次
的
に
流
出
し
た
Ｌ

Ｂ
Ⅱ
溶
岩
の
先
端
部
分
を
観

察
。
地
球
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
活
動
の
一
端
を
垣
間
見
る
。

通
常
コ
ー
ス
に
戻
り
、
ジ

オ
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
で
は
童

心
に
帰
り
、
溶
岩
流
が
作
り

上
げ
た
造
形
動
物
で
楽
し
ん

だ
後
、
い
よ
い
よ
裏
砂
漠
に

突
入
。
先
の
台
風
で
様
相
は

一
変
。
あ
る
は
ず
の
芒
は
根

元
か
ら
む
し
り
取
ら
れ
、
観

測
機
器
用
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

は
飛
ん
で
き
た
ス
コ
リ
ア
で

無
数
の
傷
、
自
然
の
脅
威
を

目
の
あ
た
り
に
し
た
。
し
か

し
こ
の
よ
う
に
痛
め
つ
け
ら

れ
た
な
か
で
も
植
物
は
必
死

で
再
生
に
挑
ん
で
い
た
。
イ

タ
ド
リ
は
地
中
深
く
（
三
～

五
Ｍ
）
に
根
を
張
っ
て
い
る

た
め
、
新
た
な
芽
を
出
し
て

い
た
。
再
生
の
第
一
歩
と
の

こ
と
。
生
命
力
の
強
さ
を
実

感
。噴

気
孔
観
察
後
、
明
日
葉

茶
で
の
ど
を
潤
し
、
風
の
丘

を
回
り
、
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン

で
昼
食
、
溶
岩
ク
ッ
キ
ー
を

頂
い
た
後
、
再
生
の
一
本
道

を
戻
り
、
樹
海
へ
。
台
風
に

よ
る
倒
木
の
状
況
や
溶
岩
ト

ン
ネ
ル
等
を
観
察
し
、
ホ
テ

ル
に
無
事
帰
着
。
ス
コ
リ
ア

上
の
慣
れ
な
い
歩
行
で
疲
れ

た
が
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。

大
会
二
日
目
ホ
テ
ル
を

8
時
30
分
に
出
発
。
島
を

時
計
回
り
に
、
最
初
は
「
筆

島
」
に
。
伊
豆
大
島
誕
生
前

数
十
万
年
前
に
こ
こ
で
活
動

し
て
い
た
島
が
波
の
浸
食
で

筆
の
形
に
な
っ
た
島
。
次
に

「
カ
キ
ハ
ラ
磯
」。マ
グ
マ
と

海
水
が
接
触
し
た
激
し
い
噴

火
に
よ
っ
て
出
来
た
噴
石
が

不
思
議
な
光
景
を
作
っ
て
い
た
。

波
浮
港
に
行
く
道
路
沿
い

に
海
岸
植
物
の
ツ
ワ
ブ
キ
、

ア
シ
タ
バ
、
ト
ベ
ラ
、
シ
ャ

リ
ン
バ
イ
、
タ
イ
ト
コ
メ
等

が
微
笑
ん
で
い
た
。

次
は
「
波
浮
港
」。
江
戸
時

代
に
火
口
が
港
に
大
変
身
。

こ
こ
は
、
沖
を
航
行
す
る
船

の
風
待
ち
港
と
し
て
昭
和
の

半
ば
迄
と
て
も
栄
え
た
そ
う

で
あ
る
。
港
を
見
下
ろ
す
公

園
で
「
ア
ン
コ
椿
は
恋
の
花

」
の
歌
謡
曲
が
流
れ
、
一
時

心
が
和
ん
だ
。
次
は
「
地
層

大
切
断
面
」。道
路
際
に
ま
る

で
巨
大
な
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン

が
波
打
っ
て
聳
え
て
い
る
か

の
よ
う
だ
っ
た
。
全
長
６
０

０
ｍ
で
１０
万
年
前
に
出
来

た
と
聞
き
、
内
心
「
屏
風
ケ

浦
は
１０

ｋｍ

で

300

～100

万
年
前
に
出
来
た
海
食
崖
な

の
に
」
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。

後
に
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
「
銚

子
の
屏
風
ケ
浦
に
は
か
な
い

ま
せ
ん
」
と
。
最
後
は
「
赤

禿
」
に
。
こ
こ
で
は
岩
全
体

が
真
っ
赤
だ
っ
た
。
こ
の
岩

は
マ
グ
マ
が
上
空
に
吹
き
上

が
り
火
口
の
周
り
に
急
速
に

降
り
積
も
り
酸
化
し
て
赤
さ

び
色
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

こ
こ
迄
来
た
ら
高
波
が

3.5
ｍ
の
高
さ
に
、
４
ｍ
に
な

っ
た
ら
船
は
欠
航
と
の
事
。

ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
岡
田
港

に
。
港
で
の
ガ
イ
ド
の
皆
さ

ん
や
観
光
関
係
の
方
々
総
出

で
の
お
見
送
り
に
感
謝
し
な

が
ら
高
速
船
に
乗
り
帰
路
に
。

関
東
大
会
２
日
目
の
ジ
オ

ツ
ア
ー
は
バ
ス
に
よ
る
海
岸

線
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

照
葉
樹
林
の
中
の
島
内
一

周
道
路
を
貸
し
切
り
状
態
で

東
海
岸
か
ら
走
り
ま
し
た
。

島
内
の
北
と
東
側
は100

万
年
前
の
古
い
火
山
が
残
り

（
三
原
山
は
4
万
年
前
に

出
現
）
高
い
崖
と
な
っ
て
い

ま
す
。
海
岸
近
く
の
海
中
に

４０
～
５０
ｍ
の
筆
の
よ
う
な

島
が
立
っ
て
い
ま
す
。
筆
島

と
言
い
火
山
島
が
海
岸
線
に

出
現
し
た
も
の
の
波
の
浸
食

で
火
山
全
体
は
消
滅
し
火
道

に
残
っ
た
マ
グ
マ
の
塊
だ
け

が
残
り
筆
の
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

次
に
あ
の
歌
で
名
高
い
波

浮
港
を
高
台
よ
り
見
ま
し
た
。

こ
の
港
も
火
山
の
水
蒸
気
爆

発
で
出
来
た
波
浮
池
の
海
岸

側
が
津
波
で
崩
れ
た
た
め
に

で
き
た
風
よ
け
の
港
で
思

い
の
ほ
か
小
規
模
で
現
在
は

漁
船
が
係
留
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
す
。

そ
の
他
の
見
学
ジ
オ
サ
イ

ト
も
ほ
ぼ
火
山
噴
火
の
痕
跡

で
三
原
山
中
央
噴
火
口
以
外

に
も
割
れ
目
噴
火
の
痕
跡
な

ど
も
多
く
あ
り
、
や
は
り
伊

豆
大
島
は
活
火
山
の
島
だ
と

言
う
事
を
実
感
し
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
は
3
名
の
方
が

手
書
き
の
フ
リ
ッ
プ
を
使
い
、

寸
劇
を
織
り
交
ぜ
わ
か
り
や

す
い
楽
し
い
ガ
イ
ド
で
し
た
。

バ
ス
の
中
の
最
後
の
質
問

で
こ
の
ガ
イ
ド
の
準
備
を
聞

く
と
、
個
々
の
サ
イ
ト
の
ガ

イ
ド
は
数
知
れ
ず
、
通
し
の

ガ
イ
ド
練
習
が
3
回
と
の

こ
と
で
し
た
。
観
光
の
島
の

意
気
込
み
は
す
ご
い
と
感
じ

た
ジ
オ
ツ
ア
ー
で
し
た
。

偶
数
月
の
第
1
日
曜
日

に
当
た
る
12
月
1
日(

日)

午
前
9
時
か
ら
、
銚
子
ジ
オ

パ
ー
ク
市
民
の
会
と
ナ
ル
ク

銚
子
合
同
で
、
長
崎
海
岸
の

海
水
浴
場
近
く
の
ゴ
ミ
拾
い

を
実
施
し
ま
し
た
。当
日
は
、

市
民
セ
ン
タ
ー
で
福
祉
祭
り
、

観
音
様
で
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
の
行
事
も
あ
り
、

参
加
者
は
16
名
で
し
た
。

い
つ
も
漂
流
物
が
い
っ
ぱ

い
の
長
崎
海
岸
で
す
が
、
海

水
浴
場
近
く
の
銚
子
市
の
空

き
地
に
車
を
駐
車
し
、
そ
の

海
寄
り
が
、
特
に
ゴ
ミ
が
い

っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
で
、
そ
の

場
所
を
中
心
に
主
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。

わ
ず
か
一
時
間
で
し
た
が

30
袋
近
く
の
ゴ
ミ
と
大
木

の
一
部
を
海
岸
か
ら
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
土
手
ま
で
ロ
ー
プ

で
引
き
上
げ
ま
し
た
。

ゴ
ミ
拾
い
で
冷
え
た
体
は

温
か
い
コ
ー
ヒ
ー
が
温
め
て

く
れ
ま
し
た
。

長
崎
海
岸
の
ゴ
ミ
拾
い
の

中
で
、
珍
し
い
も
の
を
房
州

会
員
が
見
つ
け
て
説
明
し
て

く
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
亀
の

甲
羅
の
一
部
、
大
き
さ
は
10

㎝
×
10
㎝
く
ら
い
で
し
た
。

も
う
一
つ
は
ホ
ン
ビ
ス
ノ
貝

と
言
っ
て
外
来
種
で
、
外
国

航
路
の
船
の
バ
ラ
ス
ト
水
で

運
ば
れ
て
き
て1900

年
代

か
ら
日
本
に
生
息
し
て
い
る

そ
う
で
す
。 

 
(

藤
身
）

長
崎
海
岸
清
掃

②
裏
砂
漠
ツ
ア
ー

 
 

田

中

豊


